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八戸市都市計画マスタープラン

●目指す将来像やその実現に向けた方向性を
示す「都市計画」の指針

●対象地域：八戸市全域
●目標年次：令和20年

（2038年）



計画の位置づけ
八戸市 青森県

八戸市総合計画 八戸都市計画区域マスタープラン

関
連
計
画

●八戸市地域公共交通網形成計画

●八戸市公共施設等総合管理計画
●八戸市農業計画

●八戸市環境基本計画

●八戸市地域福祉計画

●八戸市地域防災計画 など

各種都市

計画決定

身近な地区での

まちづくり

●区域区分…………○市街化区域、市街化調整区域

●地域地区…………○用途地域、高度利用地区 など

●都市施設…………○道路、公園、下水道 など

●市街地開発事業…○土地区画整理事業、市街地再開発事業 など

●地区計画 ●建築協定 ●緑地協定 など

■都市計画マスタープランに即して定める都市計画

■都市計画マスタープランに基づく個別計画

●八戸市

緑の基本計画

●八戸市中心市街地

活性化基本計画
●八戸市景観計画 ・・・・

即する
調整

連携
・八戸市都市計画マスタープラン

八戸市立地適正化計画
※都市計画マスタープランの一部とみなされる



将来都市構造

「コンパクト＆ネットワークの都市構造」の形成イメージ

「コンパクト＆ネットワークの都市構造」の概要

コンパクト＆ネットワークの都市構造



八戸市立地適正化計画

都市機能誘導区域と居住誘導区域

大規模

商業施設

大規模

病院等

その他

集客施設

中心街 ● ● ●

田　向 ー ● ー

八戸駅周辺 ー ー ●

誘導施設

地　区

中心街地区

■都市計画区域 面積：21,427ha
□市街化区域 面積： 5,839ha(27.3%)
■都市機能誘導区域 面積： 228ha( 3.9%)
■居住誘導区域 面積： 2,623ha(44.9%)

田向地区

八戸駅周辺地区



八戸市立地適正化計画
都市機能誘導区域における誘導施設として整備したもの

【フラットアリーナ】
・地区：八戸駅西地区
・施設：その他集客施設

【美術館】
・地区：中心街地区
・施設：その他集客施設

【総合保健センター】
・地区：田向地区
・施設：大規模病院等

【総合健診センター】
・地区：田向地区
・施設：大規模病院等

誘導施設が“呼び水”となり、「誘導施設」を含めた様々な
都市機能の立地・集積につながっていくことが期待される



令和元年9月29日
供用開始

多目的
利用

中地 年間を通して各種スポーツなどに
利用（リンク解氷時はアリーナ全
面で多目的利用 約9,000人収容
可能）

防災拠
点機能

避難者の一時滞在施設、災害支援物資
集積所として活用

長根屋内スケート場『YSアリーナ八戸』 参考事例

基本方針Ⅱ

国際大会への対応、ラ
ンニングコストの低減に
配慮した、世界水準の
“屋内スケート場”

基本方針Ⅲ

スポーツを中心とした交
流拠点と、多目的に利
用できる“みんなのス
ケート場”

面 積：建築面積 約22,300㎡
延床面積 約26,200㎡

階 数：地上３階、地下１階（通路）
高 さ：約25ｍ
観客席：固定席3,019席、障がい者席28席
リンク：400ｍダブルトラック（国際基準）

リンク幅16ｍ
製氷期間：７月中旬～３月中旬
支援措置：中心市街地再活性化特別対策事業

社会資本整備総合交付金（都市再生整備計画
事業 (八戸市中心拠点地区))(都市公園・緑地
等事業）

基本方針Ⅰ

長根公園の歴史性を活
かし、公園や周辺環境と
調和する“屋内スケート
場”

2024世界ジュニア選手権大会
開催内定(R6.3.1～3.3)

当施設初の国際大会‼
EXIT萎えぽよエリア
ぶちアゲ活性化ツアー
開催‼(R3.10.17)



八戸市の公共交通事情

八戸駅
中心市街地

約６km

中心市街地から放射状にバス路線網が伸びている。

市街地の西側に八戸駅（新幹線駅）。

八戸駅から中心市街地まで、約６kmの距離がある。
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■ チーム設立
2006年

※2006シーズンから
東北社会人リーグ2部参入

■ 近年のチームの成績

【2019シーズン】
Ｊ３ 年間 10位

【2020】
Ｊ３ 年間 15位

【2021】
Ｊ３ 年間 13位

【2022】
Ｊ３ 年間 10位

【2023】
Ｊ３ 年間 ７位
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スポーツ（プロスポーツチームの活動状況）

八戸市では地域スポーツチーム応援事業で４チームを応援しています！

ヴァンラーレ八戸FC
（Ｊ３リーグ）

東北フリーブレイズ
（アジアリーグアイスホッケー）

■チーム設立

2008年11月

■主な成績
【2010-11シーズン】
プレーオフ 優勝

【2012-13シーズン】

プレーオフ 優勝

【2014-15シーズン】

プレーオフ 優勝

■近年の成績

【2021-22シーズン】

プレーオフ 準優勝
【2022-23シーズン】 6位
【2022-23シーズン】 3位

青森ワッツ
（バスケットボールB2リーグ）

■チーム設立
2012年

※2013-2014シーズン
から参入

■近年のチーム成績

【2020-21シーズン】
東地区 ８位

【2021-22シーズン】
東地区 ７位

【2021-22シーズン】
東地区 ７位

【2021-22シーズン】
東地区 ５位

【2022-2023シーズン】
東地区 5位

八戸DIME
（３人制プロバスケットチーム）

■チーム設立
2018年12月

※ 2019シーズンから参戦
「3×3.EXE REMIER」

■近年のチーム成績
【2019シーズン】

カンファレンス ２位
プレーオフ ベスト16

【2020シーズン】中止
【2021シーズン】
カンファレンス ３位

（プレーオフ進出ならず）

【2022シーズン】
カンファレンス 2位
プレーオフ ベスト16

【2023】
カンファレンス ４位
プレーオフ ベスト8
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スポーツ（施設の整備）

１．管理棟の４階部分を津波避難施設として整備

避難収容者数 100人程度 ・避難階 4階(約12.45m程度)

２．Jリーグスタジアム基準を満たす照明設備を整備

令和3年4月1日供用開始

平成28年10月1日供用開始
多賀多目的運動場

長根屋内スケート場

FLAT HACHINOHE

令和元年9月29日供用開始

１．国際大会が開催可能な屋内スピードスケート場(国内３か所目)

２．スピードスケート競技・スケート文化の拠点的役割
令和6年2月3、4日に初となる国際大会を開催

３．防災拠点・多目的な利用が可能
令和元年8月24日、竣工記念音楽フェスに約１万人が来場

令和２年４月１日供用開始

１．アイスホッケー利用時 ：約3,500人

バスケットボール利用時：約5,000人

２．映像・音響・照明設備も最新技術を活用したものを設置

３．令和5年7月29日、東北最大級のゲームイベントを実施

収容可能



〔基本方針】
スポーツを「楽しみたくなるまち」の実現と

「氷都八戸」の振興
～スポーツの力でさらなる元気な八戸に～

八戸の強み
本市は、日本の北部に位置しながら、日照時間が長く、雪が少ないこと
から、古くからスケートが盛んに行われており、市民の生活に密着したス
ポーツとして、親しまれています。
平成 27 年度からは、市の風土に根差したスポーツであるスケートに親
しむ環境を醸成しながら、競技人口の増加と競技力の向上を図ることを
目的に、氷都八戸パワーアッププロジェクトに取り組んでおり、また、令和
元年９月には、400ｍダブルトラック等を有するＹＳアリーナ八戸、令和
２年４月には、新たな形の官民連携により、アイスホッケー等用のアイス
アリ－ナを有するフラット八戸が開場したこともあり、競技人口は増加傾
向にあります。
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八戸市スポーツ推進計画より
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八戸市の区画整理



八戸駅西地区の位置



区画整理事業着手前の八戸駅西地区（付近）の様子



八戸駅西地区（区画整理の設計との重ね図）



駅西地区内のゾーニング



八戸駅西土地区画整理事業 計画概要



八戸駅西土地区画整理事業での公共施設の整備状況
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八戸駅西まちづくり計画 (平成31年3月策定)

スマート・スポーツシティ
スポーツと連携し、コンパクト
なまちのなかで、多様なコンテ
ンツが集約し日々更新される、
スマートな“まち”

東北新幹線八戸駅西地区
スマート・スポーツシティ



まちづくりの核となる FLAT HACHINOHE

～スポーツ・エンターテイメントの新たな魅力を八戸から発信～

八戸駅西地区で新たに整備されるフラットアリーナは、氷都を象徴するアイスホッケーやフィギュアスケートに
加え、バスケットボールなどの幅広いスポーツを「する」「観る」場として、また、八戸駅前立地を生かしこれまで
誘致が困難であったコンサート、コンベンションなどの多様なイベントの開催の場として、さらには、地域行事、
学校体育など、幅広い用途での活用を計画しています。最新のアリーナ設備や演出ノウハウを用いて、八
戸から、スポーツ・エンターテイメントの新たな魅力を創造し、国内外に発信し、すべての人に開かれた、真の
多目的空間を目指します。

フラットアリーナ外観イメージ図 フラットアリーナ内観イメージ図

収容人数：
アイスホッケー利用時・3500人程度収容
バスケットボール利用時・5000人程度収容



スマート・スポーツシティの提案

八戸駅
八戸線

シンボルロード

公 園

フラットアリーナ

ビジネス出張・通勤・通学 観光客・ファン・アスリート

アジアリーグ、Bリーグの試合、
コンサート・大会の誘致、見本市
⇒新たなエンターテイメントの発信

高校

中学校

小学校

交流促進の拠点

八戸ブランドの顔

季節の散策⇒多世代で交流
体操・ジョギング⇒魅力的なスポーツライフ

産学官
交流

アスリート
食堂

ﾌｨｯﾄﾈ
ｽ

価値創造の拠点

スポーツ・健康に関する
学会、インキュベーション

⇒八戸の価値創造

周辺の小中高校と連携した
アスリート育成メニュー
⇒育てるまちづくり

地場産
ﾏﾙｼｪ

ｽﾎﾟｰﾂ
ﾊﾞｰ

非日常的な時間・土産物の発見
⇒消費の活性化

消費拡大の拠点

宿泊

カフェ

ビジネス・出張、スポーツ合宿、
体験型観光

⇒新規開拓とリピーターの両面

アイスリンク、３×３バスケットボールの
路上イベント、朝市や屋台の出店

⇒若者・観光客への訴求力

日常の時間・必需品の地産地消
⇒消費の安定化

氷都文化の継承・創造
⇒八戸の魅力向上

東北新幹線・青い森鉄道

新たなまちづくりに係る
「学習・研究・提案」機能

⇒大学等と連携した
次世代型まちづくりの提案
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クロススポーツマーケティング株式会社との出会い

平成20年代後半には、八戸駅西地区において駅前広場やシン
ボルロード周辺の整備の先行きが見えてきた中、15,000㎡の大
規模な保留地にどのように集客施設を誘致すべきか検討課題と
なっていた。

市は中心市街地等で施設整備を行っている一方で、商業地が
未形成の駅西地区において民間事業者が先行投資することも難
しい情勢にあった。

このような中、八戸市のスポーツ界の情勢と市街地整備の基本
的な方針の中から、クロススポーツマーケティング株式会社にお
ける新たなアリーナ整備という話が持ち上がり交渉が行われ、平
成29年度に整備が決まった。

平成30年度に前述の「まちづくり計画」を策定した。
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3x3.EXE PREMIER2019 (令和元年８月１７日）の様子

FLAT HACHINOHEが建設中であった令和元年８月に、八戸駅
西口のバスプールやタクシープールの場所を活用して、３人制バ
スケットボールの試合を開催した。



3x3.EXE PREMIER2019 (令和元年８月１７日）の様子



R2コロナ禍…ラジオ体操の始まり（R2.11.29）

“コロナ下でも出来るこ
と”の考えのもと、盛り
上がり隊によるラジオ
体操が始まった。

キッチン広場in

FLAT  SPACE



R3.4.２８～３０ STARS ON ICE TOUR 2021

混雑する歩道の様子



R3.6.26 3X3.EXE PREMIER JAPAN

FLAT HACHINOHEで
３人制バスケットボールの
公式戦初開催

出張！舘鼻岸壁朝市＆
県内人気キッチンカー
フェスティバル

FLAT HACHINOHEで
３人制バスケットボールの
公式戦初開催



R3.7.11 くまのさわプレーパーク

遊Viva！熊ノ沢プレー
パーク推進委員会

盛り上がり隊による
ラジオ体操と同日開催



R4.8.11 e-sportsのイベント

ＢＴＲ GAMING FESTIVAL Lv.2



公園を活用したイベントの様子 令和4年9月11日



「地域の底力」実践プロジェクト

⇒市の市民連携推進課で実施している、「活動実践支援型」の事業
⇒上長地区連合町内会として採択。
⇒令和5年度プロジェクト実施

結集会議 令和4年9月27日 ＠FLAT HACHINOHE



ラジオ体操×三条小学校

ラジオ体操＃18 令和4年11月6日 ＠FLAT HACHINOHE





FLAT HACHINOHEを活用したイベント

クリスマスマーケット 令和4年12月18日 ＠
FLAT HACHINOHE





第１回 HACHINOHE FESTIVAL （８フェス）

令和5年9月30日 ＠シンボルロード 主催：上長地区町内連合会



R6.1.28地域リーダー応援講座

上長地区町内連合会や
盛り上がり隊の取り組み
状況を報告

地域の底力プロジェクト
関連の講座



R6.5.5 エルロン・ウエスト・ビレッジのオープン

内観



第２回 HACHINOHE FESTIVAL （８フェス）

令和6年5月5日 ＠シンボルロード 主催：八戸駅かいわいで盛り上がり隊



第２回 HACHINOHE FESTIVAL （８フェス）

令和6年5月5日 ＠シンボルロード 主催：八戸駅かいわいで盛り上がり隊

↑ 熊谷市長も参加



第３回 HACHINOHE FESTIVAL （８フェス）

しばれ焼き

Ｒ７．２．２３



第３回 HACHINOHE FESTIVAL （８フェス）

花火とえんぶり



第４回 HACHINOHE FESTIVAL （８フェス）

Ｒ７．５．５

はたらく車

エルロン・ウエスト・ビレッジ
開業１周年



第４回 HACHINOHE FESTIVAL （８フェス）



フィットネスクラブのイメージ （シンボルロード沿線）

内容は変更になる場合があります。



R7 周辺の様子

（資料おわり）

浅水川と
フラットパーク

シンボルロード


